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34 
「
軽
燕
受
風
斜
」
杜
甫
句
考
文
学
の
営
為
が
既
製
コ
l
ド
の
組
み
替
え
、
新
た
な
文
学
コ
l
ド
の
創
造
だ
と
認
知
さ
れ
な
が
ら
、
過
去
の
中
国
で
は
「
志
」
や
「
意
」
の
重
圧
が
書
き
手
の
そ
れ
に
対
す
る
言
及
を
口
ご
も
ら
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、
賞
庭
堅
は
「
点
鉄
成
金
」
「
以
故
矯
新
」
と
既
製
文
学
コ
l
ド
組
み
替
え
を
は
っ
き
り
と
主
張
す
る
一
方
で
、
「
意
」
へ
の
一
言
及
も
怠
ら
な
一
勺
し
か
も
、
新
コ
l
ド
作
成
の
過
程
が
説
き
明
か
さ
れ
る
の
は
非
常
に
稀
で
あ
る
。
漢
詩
と
い
う
書
記
言
語
で
構
成
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
対
象
と
す
る
漢
語
史
の
研
究
に
、
従
来
と
も
す
れ
ば
欠
落
し
が
ち
な
配
慮
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
一
つ
に
は
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
の
大
部
分
は
文
彩
を
帯
ぴ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
。
も
う
一
つ
は
、
そ
の
こ
と
は
必
然
的
に
、
ど
の
テ
キ
ス
ト
も
程
度
の
差
は
あ
れ
す
べ
て
コ
ー
ド
組
み
替
え
の
過
程
を
包
含
し
て
い
る
と
い
う
考
え
に
つ
な
が
る
と
西
上
勝
い
う
事
だ
。
テ
キ
ス
ト
が
そ
の
時
代
的
言
語
状
態
を
反
映
し
て
い
る
一
資
料
と
安
易
に
見
な
さ
れ
て
い
す
ぎ
は
し
な
か
っ
た
か
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
原
因
と
な
っ
た
困
難
は
現
在
残
っ
て
い
る
の
は
彪
大
な
実
践
の
結
果
だ
け
だ
と
い
う
事
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。
賞
庭
竪
の
場
合
で
も
、
今
我
々
の
目
前
に
つ
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
彼
の
新
コ
ー
ド
作
成
町
結
果
で
し
か
な
い
。
だ
が
、
「
詩
」
と
い
う
一
つ
の
文
学
様
式
を
め
ぐ
る
論
議
の
中
で
、
も
ら
さ
れ
た
片
言
隻
句
が
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
事
も
あ
る
。
分
析
的
態
度
で
そ
の
論
議
に
加
わ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
沼
温
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
世
俗
で
言
う
楽
天
の
金
針
集
な
る
も
の
は
ま
こ
と
に
見
識
の
低
い
も
の
だ
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
も
見
る
べ
き
も
の
は
あ
る
。
『
錬
句
は
錬
意
に
及
ば
な
い
』
と
は
、
文
学
に
老
練
で
な
け
れ
ば
言
え
な
い
も
の
だ
。
ま
た
続
け
て
言
う
に
は
『
銀
字
は
錬
句
に
は
及
ば
な
い
』
と
。
が
こ
れ
は
妥
当
と
は
言
、
え
ま
い
。
す
ぐ
れ
た
句
に
は
す
ぐ
れ
た
字
が
必
要
だ
。
例
え
ば
、
李
太
自
の
詩
的
『
呉
姫
酒
を
圧
し
客
を
喚
ぴ
て
嘗
め
し
む
』
(
金
陵
酒
臨
時
留
別
)
は
、
新
酒
が
で
き
あ
が
っ
た
ば
か
り
、
江
南
の
風
物
の
美
し
さ
を
表
現
し
て
い
る
が
巧
ひ
ね
み
は
「
圧
」
字
に
あ
る
。
老
杜
の
画
馬
詩
『
戯
れ
に
禿
筆
を
拍
り
て
騨
臓
を
掃
く
』
(
題
壁
上
掌
但
書
馬
歌
)
は
最
初
か
ら
絵
を
描
く
気
が
あ
っ
た
の
で
は
な
ぐ
、
偶
然
に
っ
く
り
も
の
で
な
い
す
ば
ら
し
い
作
品
が
で
き
た
事
を
い
う
が
、
巧
み
は
「
拍
」
字
に
あ
る
。
柳
(
宗
元
)
の
詩
『
井
に
汲
み
て
寒
歯
を
激
ぐ
』
(
展
詣
超
師
院
読
禅
経
)
と
言
う
の
も
巧
み
は
「
汲
」
字
に
あ
る
。
工
部
に
は
ま
た
好
ん
で
用
い
る
字
も
あ
る
。
例
、
え
ば
『
修
竹
暑
を
受
け
ず
』
(
陪
李
北
海
宴
歴
下
亭
)
『
野
航
恰
も
両
三
人
を
受
く
』
(
南
郷
)
『
面
を
吹
か
れ
和
風
を
受
〈
』
(
上
巳
日
徐
司
録
林
関
宴
集
)
『
軽
燕
風
を
受
け
て
斜
め
な
り
』
(
春
帰
)
の
「
受
」
字
は
ど
れ
も
皆
妙
で
あ
る
。
老
披
(
東
城
先
生
)
上
は
こ
と
の
ほ
か
『
軽
燕
風
を
受
け
て
斜
め
な
り
』
が
お
気
に
入
り
で
、
西
燕
が
向
い
風
の
中
低
く
飛
ん
で
、
ゆ
き
つ
も
ど
り
つ
す
る
の
は
、
考
「
受
」
字
で
な
け
れ
ば
表
現
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
。
『
能
事
相
促
迫
」
さ
れ
る
を
受
け
ず
』
(
戯
題
王
室
宜
山
水
固
歌
)
や
『
二
毛
に
侵
さ
れ
酬
る
を
受
け
ず
』
(
送
買
閣
老
山
山
汝
州
)
な
ど
は
、
先
の
す
ぐ
れ
た
諸
句
服
に
は
及
ば
な
い
川
冶
ど
も
、
そ
れ
な
り
に
落
ち
つ
い
た
表
現
だ
U
唱
(
『
潜
渓
詩
眼
』
凶
、
「
世
俗
所
謂
楽
天
金
針
集
殊
部
浅
、
然
其
中
有
可
糊
取
者
、
『
錬
句
不
如
錬
意
』
非
老
於
文
学
不
能
道
此
、
又
一
玄
『
錬
字
不
如
錬
句
』
則
未
安
也
、
好
句
要
須
好
字
、
如
李
太
白
詩
『
失
姫
圧
酒
5
 
3
喚
客
嘗
』
見
新
酒
初
熱
、
江
南
風
物
之
美
、
工
在
圧
字
、
老
杜
画
馬
詩
『
戯
枯
禿
筆
掃
騨
騎
』
初
無
意
於
画
、
偶
然
天
成
、
工
在
拍
字
。
柳
詩
『
汲
井
激
突
、
歯
』
工
在
汲
字
、
工
部
又
有
所
喜
用
字
、
如
『
修
竹
不
受
暑
』
『
野
航
恰
受
両
三
人
』
『
吹
面
受
和
風
』
『
軽
燕
受
風
斜
』
受
字
皆
入
妙
。
老
城
尤
愛
『
軽
燕
受
風
斜
』
以
謂
燕
迎
風
低
飛
、
乍
前
乍
却
、
非
受
字
不
能
形
容
也
、
至
於
『
能
事
不
受
相
促
迫
』
『
莫
受
二
毛
侵
』
錐
不
及
前
句
警
策
、
要
自
穏
憶
爾
U
)
活
温
も
ま
た
詩
の
「
意
」
の
重
要
性
に
譲
歩
し
た
上
で
は
あ
る
が
、
「
錬
字
」
を
強
調
す
る
。
彼
の
言
う
「
錬
字
」
と
は
、
欧
陽
修
の
杜
甫
「
送
察
希
魯
都
尉
還
隙
右
因
寄
高
三
十
五
書
記
」
詩
の
「
身
軽
一
烏
過
」
旬
、
そ
の
「
過
」
字
を
め
ぐ
る
論
議
の
記
録
、
王
安
石
の
「
嘆
色
赴
春
愁
」
句
の
「
赴
」
字
の
「
起
」
字
と
の
優
劣
に
関
す
る
言
及
、
さ
ら
に
は
陶
淵
明
「
飲
酒
」
詩
の
「
採
菊
束
降
下
、
悠
然
見
南
山
」
中
の
「
見
」
字
に
対
す
る
蘇
拭
の
評
価
、
そ
れ
ら
先
行
す
る
詩
句
中
の
虚
字
(
動
詞
)
パ
ラ
ダ
イ
ム
へ
の
配
慮
に
対
す
る
示
唆
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
の
ち
こ
の
「
錬
字
」
フ
ァ
ク
タ
ー
は
、
「
詩
人
は
一
文
字
で
工
み
な
表
現
を
創
造
す
る
己
(
詩
人
以
一
字
篤
工
)
、
「
詩
句
は
一
文
字
で
巧
み
な
も
の
に
な
り
、
自
ず
と
超
脱
し
常
な
ら
ぬ
も
の
に
な
る
。
ち
ょ
う
ど
一
粒
の
霊
丹
が
石
を
賞
金
に
変
え
る
よ
う
に
U
(
詩
旬
以
一
宇
矯
工
、
自
然
穎
異
不
凡
、
如
霊
丹
一
粒
《
mv
点
石
成
金
也
)
と
さ
ら
に
尖
鋭
化
さ
れ
、
「
下
字
」
「
鍛
錬
」
と
名
称
を
変
え
な
が
ら
コ
ー
ド
変
換
の
重
要
な
方
式
の
一
っ
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
。
6
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
宋
詩
話
で
い
わ
れ
る
「
錬
3
 字
」
の
概
念
は
、
同
じ
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
、
『
文
心
隙
龍
』
の
説
く
文
字
町
選
択
「
錬
字
」
と
は
や
や
性
格
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
だ
。
「
且
疋
を
以
て
字
を
綴
り
篇
を
属
す
る
は
、
必
ず
須
ら
く
練
択
す
べ
し
。
一
に
稔
異
を
避
け
、
ニ
に
聯
辺
を
省
き
、
三
に
重
出
を
榔
り
、
四
に
単
複
を
調
、
7
0
詑
異
と
は
、
字
体
の
瑛
怪
な
る
者
な
り
。
士
山
田
械
の
詩
に
称
す
。
『
宣
に
斯
の
遊
び
を
願
わ
ざ
ら
ん
や
、
禍
心
早
は
附
脚
を
悪
む
』
と
。
両
字
の
読
異
は
、
大
い
に
美
篇
を
抗
つ
く
。
況
ん
や
乃
ち
之
に
過
ぐ
る
は
其
れ
観
る
可
け
ん
や
。
聯
辺
と
は
、
半
字
の
同
文
な
る
者
な
り
。
貌
を
山
川
に
状
ど
る
に
、
古
今
戚
な
用
う
。
常
文
に
施
せ
ば
則
ち
姐
酷
し
て
破
と
な
る
。
知
し
免
る
る
を
獲
ざ
れ
ば
、
三
接
に
至
る
可
し
。
三
接
の
外
は
、
其
れ
字
林
な
る
か
。
重
出
た完
と
は
、
同
字
相
い
犯
す
者
な
り
。
詩
騒
は
適
ま
会
す
れ
ど
も
、
近
世
は
同
じ
き
を
忌
む
。
若
し
両
字
倶
に
要
す
れ
ば
、
則
ち
寧
は
相
い
犯
す
に
在
り
。
故
に
普
く
文
を
為
す
者
は
万
篇
に
富
み
て
、
一
宇
に
貧
し
、
一
字
も
少
な
き
に
非
ず
、
相
い
避
く
る
こ
と
の
難
し
と
為
せ
ばかき
な
り
。
単
複
と
は
、
字
形
の
肥
晴
晴
す
る
者
な
り
。
府
市
字
も
て
句
を
累
ぬ
れ
ば
、
則
ち
繊
疎
に
し
て
行
劣
り
、
肥
字
も
て
文
を
積
め
ば
、
則
，、ら
ち
賠
枕
と
し
て
篇
闇
し
、
普
く
字
を
酌
む
者
は
、
単
複
を
参
伍
し
て
覆
落
と
し
て
珠
の
如
し
。
凡
そ
此
の
四
条
は
、
文
必
ず
し
も
有
ら
ず
と
雄
も
、
体
例
無
く
ん
ば
あ
ら
ず
。
若
し
値
い
て
悟
る
英
け
れ
ば
、
則
ち
精
解
に
非
ず
己
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
選
択
は
、
い
か
に
整
っ
た
こ
こ
で
、
表
記
に
仕
上
け
る
か
で
あ
り
、
言
う
な
れ
ば
記
号
表
現
(ω
釘
E
2
2
C
に
傾
い
た
指
摘
で
あ
る
。
活
温
の
言
、
つ
「
錬
字
」
は
、
文
字
の
書
記
形
式
や
音
韻
形
式
よ
り
も
意
味
に
か
か
わ
る
慎
重
な
選
択
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、
こ
ち
ら
は
、
記
号
内
容
(
E習
日
小
)
に
重
点
が
か
か
っ
て
い
る
と
言
い
得
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
『
文
心
雌
龍
・
錬
字
篇
』
の
説
く
よ
う
な
文
字
の
形
に
対
す
る
意
識
的
操
作
が
、
宋
代
の
詩
に
関
与
し
て
い
な
い
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
が
、
そ
こ
に
は
逆
に
、
劉
総
の
提
示
し
た
規
範
か
ら
の
故
意
の
逸
脱
さ
え
認
め
ら
れ
る
。
書
記
形
式
ま
た
は
音
韻
形
式
の
慎
重
な
調
整
に
よ
る
新
コ
l
ド
作
成
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
そ
れ
を
逆
手
に
と
っ
た
パ
ロ
デ
ィ
と
言
う
べ
き
も
の
だ。る詩
の抱
一混
句が
に例
は示
し
宋た
詩詩
話句
での
く中
りす
か U
え、と
より
珊 h
評 i十
カ， t+ 
加甫
えの
ら「
れ春
て帰
」
葉
夢
得
(
一
O
七
七
1
一
一
四
八
)
は
言
、
っ
。
「
詩
の
表
現
は
技
巧
に
走
り
す
ぎ
ぬ
よ
う
慎
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
心
情
に
従
っ
て
対
象
を
表
現
す
れ
ば
、
自
ず
と
っ
く
り
も
の
で
な
い
工
み
さ
が
生
ま
れ
る
。
巧
妙
で
は
あ
っ
て
も
、
技
巧
の
跡
を
あ
ら
わ
に
す
る
こ
と
は
な
い
の
だ
。
老
社
の
『
細
雨
に
魚
児
出
で
、
微
風
に
燕
子
斜
め
な
り
』
(
水
艦
遣
心
二
首
其
こ
こ
の
十
字
に
は
ほ
と
ん
ど
一
字
の
む
だ
も
な
い
。
雨
が
細
か
く
水
面
に
落
ち
て
あ
ぶ
く
が
で
き
る
と
、
魚
は
よ
く
水
面
に
近
づ
い
て
口
を
聞
く
も
の
だ
。
も
し
も
大
雨
だ
っ
た
ら
、
魚
は
も
ぐ
っ
て
、
水
面
に
現
れ
る
こ
と
は
な
い
。
燕
の
身
体
は
き
ゃ
し
ゃ
で
、
風
が
強
い
と
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
。
微
風
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
格
好
が
つ
く
。
だ
か
ら
ま
た
『
軽
燕
風
を
受
け
て
斜
め
な
り
』
の
表
現
が
う
ま
れ
た
U
(
司
石
林
詩
話
』
巻
下
、
「
詩
語
回
忌
用
巧
太
過
、
然
縁
情
体
物
、
自
有
天
然
工
妙
、
雄
巧
而
不
見
刻
削
之
痕
。
老
杜
『
細
雨
魚
見
出
、
微
風
燕
子
斜
』
此
十
字
殆
無
一
宇
虚
設
。
雨
細
著
水
面
矯
温
、
魚
常
上
浮
而
捻
、
若
大
雨
則
伏
而
不
出
失
。
燕
体
軽
弱
、
風
猛
則
不
能
勝
、
唯
微
風
乃
受
以
篤
勢
、
故
又
有
『
軽
燕
受
風
斜
』
之
話
口
)
ま
た
、
活
法
と
呼
ん
で
コ
l
ド
組
み
替
え
を
唱
道
し
た
呂
本
中
(
一
O
八
四
l
一
一
四
五
)
は
言
う
。
「
詩
は
ど
の
句
に
も
一
っ
か
二
つ
の
字
が
響
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
棚
甘
く
字
が
す
な
わ
ち
妙
指
な
の
だ
。
例
え
ば
(
杜
)
子
美
の
『
身
軽
一
鳥
過
』
『
務
燕
受
風
斜
』
の
上
『
過
』
字
、
『
受
』
字
は
一
句
中
の
響
く
字
だ
日
(
『
社
工
部
草
堂
詩
西
話
』
巻
二
、
「
東
茨
呂
居
仁
目
、
詩
毎
句
中
須
有
一
両
字
棚
昔
、
響
字
乃
考
妙
指
。
如
子
美
身
軽
一
烏
過
、
飛
燕
受
風
斜
、
過
字
、
受
字
皆
一
句
《
mv
A
響
字
也
日
)
「
受
」
字
は
こ
の
句
で
は
じ
め
て
、
呂
の
言
う
「
響
字
」
】
干蹴
に
認
定
さ
れ
得
た
:
0さ
ら
に
奈
夢
弼
の
『
社
工
部
草
堂
詩
話
』
は
『
倍
粧
雪
殻
説
』
を
引
い
phυ
言
、
っ
。
「
老
杜
は
詩
で
非
常
に
「
受
」
字
を
好
ん
唱
で
用
い
て
い
る
。
恐
ら
く
自
ら
も
の
に
し
た
妙
処
、
一
度
だ
け
で
は
摘
も
の
足
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
『
修
竹
暑
を
受
け
ず
』
『
軽
燕
風
を
ふ生
受
け
て
斜
め
な
り
』
『
面
を
吹
か
れ
和
風
を
受
く
』
『
野
航
恰
も
両
一
一
一
日
出
人
を
受
く
』
な
ど
は
ま
こ
と
に
字
の
用
い
方
が
う
ま
い
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
大
い
に
人
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
点
は
、
他
な
ら
ぬ
、
平
易
で
あ
る
こ
と
な
内
だ
U
(
「
者
杜
詩
詞
酷
愛
下
受
字
、
蓋
自
得
之
妙
不
一
而
足
、
如
修
竹
不
受
暑
、
軽
燕
受
風
斜
、
吹
面
受
和
風
、
野
航
恰
受
両
三
人
、
誠
用
字
之
工
也
、
然
其
所
以
大
過
入
者
、
無
官
、
只
是
平
易
U
)
「
春
帰
」
詩
の
特
定
句
の
環
境
下
で
実
現
さ
れ
た
新
コ
l
ド
へ
の
評
価
だ
け
で
は
な
く
、
当
該
詩
集
「
受
」
の
頻
用
に
も
注
意
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
『
畿
雪
叢
説
』
の
い
う
「
自
得
之
妙
不
一
市
足
」
の
一
一
層
詳
細
な
指
摘
は
洪
遜
(
一
一
二
三
j
一一
O
一
一
)
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
「
社
詩
で
使
用
さ
れ
て
い
る
受
、
覚
的
二
字
は
ど
れ
も
皆
と
ぴ
ぬ
け
て
す
ぐ
れ
て
い
る
。
(
中
略
)
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
の
各
々
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
同
じ
で
は
な
い
。
お
ま
け
に
千
五
百
篇
の
詩
の
中
に
混
じ
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
学
ぶ
者
が
こ
れ
を
読
ん
で
も
、
た
だ
そ
の
新
奇
な
巧
み
さ
し
か
見
え
な
い
の
だ
。
陳
簡
斎
(
与
義
)
も
ま
た
こ
の
二
字
を
用
い
る
こ
と
を
好
ん
だ
が
、
頻
繁
重
複
の
感
を
免
れ
な
い
の
は
、
恐
ら
く
た
だ
数
百
篇
の
詩
だ
け
な
の
で
そ
の
多
き
が
目
に
つ
く
の
だ
ろ
う
。
(
中
略
)
私
が
思
う
に
あ
る
字
が
気
に
入
っ
て
し
ま
う
と
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
書
き
記
し
て
し
ま
う
と
h
う
も
の
な
の
だ
ろ
う
U
(
『
容
粛
四
筆
』
巻
七
「
杜
詩
用
受
覚
ニ
字
」
「
杜
詩
所
用
受
覚
二
字
皆
絶
奇
、
今
披
其
受
字
云
、
『
修
竹
不
受
暑
』
『
勿
受
外
嫌
猪
』
『
莫
受
二
毛
侵
』
『
監
河
受
貸
粟
』
『
軽
燕
受
風
斜
』
『
能
事
不
受
相
促
迫
』
『
野
航
恰
受
両
三
人
』
『
一
盤
白
魚
不
受
釣
』
『
雄
姿
未
受
伏
極
恩
』
其
党
字
云
B
(
以
下
「
覚
」
字
挙
例
省
略
)
用
之
錐
多
、
然
毎
字
命
意
不
岡
、
又
3
 雑
於
千
五
百
篇
中
、
学
者
読
之
、
唯
見
其
新
工
也
、
若
陳
簡
粛
亦
好
用
此
二
字
、
未
免
頻
復
者
、
蓋
只
在
数
百
篇
内
、
所
以
見
其
多
、
如
『
未
受
風
作
悪
』
『
不
受
珠
磯
絡
』
『
不
受
折
簡
呼
』
『
不
受
人
招
麿
』
『
不
受
安
危
侵
』
『
飽
受
今
日
間
』
『
却
扇
受
景
風
』
『
語
間
受
遠
響
』
『
坐
受
世
故
駆
』
『
庭
柏
不
受
寒
』
『
可
復
受
憂
戚
』
『
寧
受
此
酸
辛
』
『
治
活
江
受
風
』
『
坐
受
世
禍
迫
』
『
清
池
不
受
暑
』
『
平
池
受
細
雨
』
『
窮
村
受
春
晩
』
『
不
受
急
景
催
』
『
肯
受
元
規
塵
』
『
了
不
受
柴
枠
』
『
意
閑
不
受
栄
典
辱
』
『
独
自
人
間
不
受
寒
』
『
枯
木
無
枚
不
受
寒
』
『
天
馬
何
妨
略
受
織
』
『
来
禽
花
高
不
受
折
』
『
不
受
陰
晴
典
寒
暑
』
『
長
林
巨
木
受
軒
軽
』
(
以
下
「
覚
」
字
挙
例
省
略
)
可
謂
多
失
。
蓋
喜
用
其
字
、
自
不
知
下
筆
所
若
島
)
「
受
」
字
と
「
党
」
字
の
頻
用
が
同
一
の
理
由
に
か
か
る
も
の
か
ど
う
か
、
ま
た
洪
遁
の
い
う
通
り
の
効
果
を
確
か
に
現
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
ま
た
彼
の
挙
例
だ
け
で
十
分
明
白
か
ど
う
か
は
今
暫
ぐ
問
わ
な
い
と
し
て
も
、
注
意
し
て
お
い
て
い
い
の
は
、
こ
れ
ら
「
受
」
字
頻
用
の
指
摘
は
、
社
甫
の
新
コ
l
ド
作
成
内
実
験
の
あ
と
と
認
知
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
事
だ
。
で
は
、
一
体
「
受
」
字
の
活
用
が
何
故
か
っ
如
何
に
コ
l
ド
に
新
し
さ
を
も
た
ら
し
た
の
か
。
問
題
の
一
句
「
軽
燕
受
風
斜
」
は
、
広
徳
二
年
(
七
六
四
)
春
間
州
か
ら
再
ぴ
成
都
に
も
ど
っ
た
時
に
作
ら
れ
た
六
韻
五
言
排
律
「
春
に
帰
る
」
(
春
帰
)
詩
の
第
八
句
で
あ
る
。
7
遠
鴎
浮
水
静
遠
鴎
水
に
浮
ぴ
て
静
か
に
8
軽
燕
受
風
斜
軽
燕
風
を
受
け
て
斜
め
な
り
対
を
な
す
こ
の
一
聯
に
お
い
て
、
「
受
」
字
が
選
ぴ
用
い
ら
れ
た
事
に
つ
い
て
「
精
錬
」
さ
を
感
じ
、
こ
の
句
に
あ
っ
て
は
最
も
「
適
当
」
な
字
で
「
他
の
字
を
使
用
」
し
て
い
た
な
ら
ば
「
妙
味
」
を
感
ず
る
こ
と
は
で
き
ま
い
と
ま
で
言
わ
れ
た
の
は
ど
う
し
て
か
。
で
は
、
も
し
「
他
の
字
を
使
用
」
し
た
と
し
た
ら
ど
う
か
。
そ
れ
に
は
、
「
受
」
字
と
同
一
の
選
択
の
軸
(
手
0
2
5
0同
g
r
o
E
U
上
に
並
よ
宇
に
は
何
が
あ
る
の
か
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
「
受
い
の
類
義
字
を
知
る
の
に
、
最
も
簡
便
な
手
段
と
し
て
、
ま
ず
韻
書
の
記
載
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
『
府
韻
』
は
「
受
」
字
的
項
目
に
五
つ
の
類
義
語
を
か
か
げ
る
。
上
声
叫
有
韻
勺
受
」
容
納
也
、
承
也
、
盛
也
、
得
也
、
継
也
明
韻
』
に
先
析
す
る
唐
写
本
『
王
仁
向
刊
謬
補
快
切
韻
』
で
は
、
王
二
ゑ
也
。
玉
三
容
。
と
一
層
簡
略
だ
し
、
『
庚
韻
』
の
改
訂
版
『
築
韻
』
で
も
、
「
説
文
相
付
也
、
一
日
承
也
口
と
あ
り
、
そ
の
簡
明
版
Am】
『
糟
部
韻
略
』
は
「
承
也
、
〔
樗
〕
按
説
文
、
相
付
也
口
と
記
す
。
唐
末
宋
初
の
字
書
編
纂
者
に
従
え
ば
、
「
受
」
字
の
類
義
字
と
し
て
ま
ず
姿
を
現
す
の
は
、
『
庚
韻
』
が
『
康
雅
』
を
引
き
つ
い
で
記
載
し
た
「
盛
也
、
得
也
、
継
也
」
を
の
ぞ
く
、
「
承
」
字
、
「
容
」
字
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
な
る
ら
し
い
。
こ
れ
ら
の
字
と
「
受
」
字
と
の
近
縁
性
は
、
所
謂
「
連
文
」
、
類
義
字
並
列
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
語
と
し
て
、
「
承
受
」
「
容
受
」
が
す
で
に
『
庚
領
』
以
前
向
文
献
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
事
実
に
も
支
持
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
「
受
」
と
「
承
」
、
「
受
」
と
「
容
」
と
は
各
々
が
選
択
す
る
実
字
(
名
詞
)
成
分
に
つ
い
て
も
類
似
性
を
示
す
。
「
受
」
と
「
ゑ
」
は
、
後
続
す
る
実
字
と
し
て
「
命
」
や
「
恩
」
が
想
起
さ
れ
る
し
、
「
受
」
と
「
容
」
の
方
は
そ
れ
ほ
ど
慣
用
化
し
た
例
を
想
起
す
る
の
は
困
難
と
し
て
も
、
例
え
ば
「
杯
・
鼎
」
+
×
+
「
一
升
・
三
斗
」
の
よ
う
な
環
境
の
X
に
は
と
も
に
実
現
可
能
だ
。
泡
温
内
示
し
た
杜
詩
例
句
の
う
ち
、
「
野
航
恰
受
両
三
人
」
(
南
郷
)
は
「
受
」
「
容
」
類
義
性
に
も
と
づ
く
動
詞
メ
タ
フ
ァ
!
だ
。
却
し
か
し
、
「
軽
燕
受
風
斜
」
句
の
論
議
を
さ
ら
に
進
め
る
時
、
「
受
」
西
字
を
貫
く
選
択
軸
上
に
「
承
」
「
容
」
を
想
起
す
る
だ
け
で
は
ま
だ
十
考
分
で
は
な
い
よ
う
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
氾
温
の
意
見
の
末
尾
部
「
至
於
A
『
能
事
不
受
相
促
迫
』
『
莫
受
二
毛
侵
』
雄
不
及
前
句
重
県
、
要
自
穏
剛
健
爾
口
へ
の
配
慮
が
欠
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
服
「
戯
題
王
宰
登
山
水
固
歌
」
『
詳
註
』
巻
九
隔
世
3
能
事
不
受
相
促
迫
能
事
は
相
い
促
迫
き
れ
ず
捕
4
王
宰
始
肯
留
真
跡
王
宰
始
め
て
真
跡
を
留
む
る
を
肯
ず
'主
J
Z
買
閣
老
出
汝
州
」
『
詳
註
』
巻
六
7
人
生
五
馬
貴
人
生
五
馬
賞
し
39 
8
莫
受
ニ
毛
侵
ニ
毛
に
侵
さ
る
な
か
れ
氾
温
が
「
軽
燕
受
風
斜
」
句
と
こ
れ
ら
の
句
、
そ
し
て
ま
た
彼
が
例
一
目
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
投
贈
寄
箭
開
府
翰
二
十
韻
」
(
五
排
)
『
詳
註
』
巻
一
-
一
幻
受
命
没
沙
遠
命
を
辺
沙
の
遠
き
に
受
く
n錦
来
御
席
同
帰
り
来
っ
て
御
席
を
同
じ
う
す
の
第
幻
句
に
用
い
ら
れ
た
「
受
」
字
な
ど
と
を
評
価
し
分
け
よ
う
と
す
る
の
に
も
理
由
が
あ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
韻
書
は
、
「
莫
受
二
毛
侵
」
句
の
「
受
」
字
の
よ
う
に
や
や
助
字
化
し
た
よ
う
に
見
な
し
得
る
虚
字
の
意
義
記
述
に
冷
淡
な
の
だ
が
、
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
が
こ
の
「
受
」
字
は
し
ば
し
ば
「
被
」
字
に
置
【
nv
換
し
て
説
明
さ
れ
て
き
た
。
再
び
社
詩
か
ら
例
を
求
め
れ
ば
、
「
有
懐
台
州
鄭
十
八
司
戸
」
『
詳
註
』
巻
七
日
夫
子
枇
山
院
流
夫
子
積
院
の
流
日
更
被
時
俗
悪
更
に
時
俗
に
悪
ま
る
「
濁
酌
成
詩
」
『
詳
註
』
巻
五
7
苦
被
微
官
縛
苦
だ
微
官
に
縛
ら
れ
8
低
頭
憐
野
人
頭
を
低
く
し
て
野
人
に
悦
ず
こ
の
「
更
被
時
俗
悪
」
句
、
「
苦
被
微
官
縛
」
句
と
「
莫
受
二
毛
侵
」
句
と
に
統
辞
法
上
肉
類
似
を
見
る
の
は
困
難
で
は
あ
る
ま
い
。
前
者
二
句
に
見
ら
れ
る
「
被
」
字
の
用
法
は
、
従
来
現
代
漢
語
で
い
う
「
被
字
句
」
の
起
源
に
あ
た
る
と
し
、
多
く
『
世
説
新
語
』
「
言
語
篇
」
。
「
繭
衡
被
貌
武
競
馬
鼓
吏
」
(
欄
衡
は
貌
武
(
曹
操
)
に
お
と
さ
れ
て
4
鼓
吏
に
さ
れ
た
。
)
「
方
正
篇
」
「
亮
子
被
蘇
峻
豊
田
」
(
(
炭
)
亮
の
息
子
は
蘇
峻
に
殺
害
さ
れ
た
。
)
な
ど
を
受
け
つ
ぐ
用
法
と
見
な
き
れ
、
「
被
」
は
漢
詩
史
の
区
分
で
い
う
中
古
期
に
な
っ
て
成
立
し
た
新
し
い
受
身
文
(
被
動
式
)
の
標
識
(
自
白
宮
乙
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
来
《
nu
た
。
こ
の
指
摘
に
対
し
て
は
、
「
郁
郁
被
閉
」
や
「
龍
逢
被
斬
」
等
の
句
を
引
き
「
郎
榔
は
包
囲
を
被
っ
た
」
「
龍
逢
は
斬
刑
を
被
っ
た
」
と
読
む
べ
き
で
、
「
被
」
字
は
助
字
化
し
て
お
ら
ず
本
来
の
「
服
す
る
、
覆
わ
れ
る
」
の
実
義
(
『
虞
韻
』
去
声
5
箕
韻
「
被
服
也
、
覆
也
、
書
日
光
被
四
表
、
又
平
彼
切
寝
衣
也
」
)
は
な
お
残
存
し
て
い
る
の
だ
と
の
反
論
が
容
易
に
予
期
で
き
る
。
そ
の
反
論
的
当
否
は
と
も
か
く
、
や
は
り
「
被
」
字
の
出
現
l
受
動
態
と
安
易
に
見
な
す
の
に
は
無
理
が
あ
る
。
現
代
漢
語
の
場
合
に
で
も
そ
う
な
の
だ
が
「
被
字
句
」
は
多
く
被
害
の
受
身
文
で
あ
っ
て
、
「
被
」
字
は
半
実
義
的
意
味
を
と
ど
め
て
い
る
の
だ
。
さ
し
あ
た
り
こ
こ
で
「
被
」
字
を
虚
字
に
所
属
さ
せ
て
お
く
か
、
そ
れ
と
も
助
字
か
を
決
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
日
本
語
で
「
服
す
る
」
と
置
換
す
る
実
義
か
ら
、
「
ー
ら
れ
る
」
と
置
換
す
る
半
実
義
ま
で
「
被
」
字
の
詞
性
は
不
分
明
な
連
続
を
な
し
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
重
要
な
の
は
、
「
被
」
字
の
意
味
の
伸
縮
性
と
同
時
に
実
現
す
る
結
合
の
軸
(
F
o
z
u
o向。。旦
E
E
S
)上
の
変
化
に
留
意
す
る
事
だ
ろ
う
。
「
被
」
字
は
直
後
に
実
字
成
分
を
取
る
と
言
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
も
う
一
つ
別
の
虚
字
成
分
と
も
共
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
も
言
い
得
る
。
「
被
」
字
の
結
合
軸
上
で
は
、
「
被
命
」
的
場
合
な
ら
「
命
を
被
る
」
か
ら
「
命
ぜ
ら
れ
る
」
ま
で
、
「
毎
被
老
元
倫
格
律
」
(
白
居
易
「
編
集
拙
詩
、
成
一
十
五
巻
、
因
題
巻
末
、
戯
贈
元
九
李
二
十
」
詩
)
の
場
合
で
も
「
毎
に
老
元
町
格
律
を
品
臨
む
を
被
る
」
か
ら
「
毎
に
老
元
に
格
律
を
倫
ま
る
」
ま
で
の
読
み
と
り
の
可
能
性
が
あ
る
。
さ
て
、
こ
こ
で
「
受
」
字
に
話
を
も
ど
き
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
先
に
見
た
「
苦
被
微
官
縛
」
句
と
「
莫
受
二
毛
侵
」
句
と
の
統
辞
法
上
の
類
似
と
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
、
前
者
が
「
苦
だ
微
官
の
縛
を
被
る
」
か
ら
「
苦
だ
微
官
に
縛
ら
れ
る
」
ま
で
の
幅
を
持
ち
、
後
者
も
ま
た
「
二
毛
の
侵
を
受
〈
る
な
か
れ
」
か
ら
「
ニ
毛
に
侵
き
る
る
な
か
れ
」
ま
で
の
幅
を
持
つ
そ
の
平
行
性
で
あ
っ
た
。
「
受
」
字
も
「
被
」
字
と
同
じ
く
実
義
か
ら
半
実
義
ま
で
の
意
味
の
伸
縮
性
を
有
す
る
。
そ
れ
故
に
、
「
軽
燕
受
風
斜
」
句
も
「
受
」
{
子
の
笑
義
を
捨
象
し
た
「
軽
燕
風
に
斜
め
な
り
」
と
の
読
み
と
り
も
可
能
に
見
え
る
の
で
は
な
か
ろ
、
ヲ
カも
ち
ろ
ん
「
軽
燕
受
風
斜
」
と
対
を
な
す
「
遠
鴎
浮
水
静
」
句
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
複
数
の
虚
字
成
分
を
含
む
統
辞
法
が
、
「
被
」
や
「
受
」
字
を
も
っ
句
に
限
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
か
つ
て
近
体
五
一
言
詩
の
統
辞
法
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
言
及
が
な
さ
れ
た
。
唐
庚
(
一
O
七
一
l
一
一
一
一
こ
は
言
う
。
「
王
刑
公
(
安
石
)
の
五
言
詩
は
(
杜
)
子
美
の
統
辞
法
を
会
得
し
た
も
の
だ
。
彼
の
詩
に
『
地
は
三
楚
に
婚
ま
り
て
大
き
く
、
天
は
五
湖
に
入
り
て
低
し
』
と
言
う
U
(
『
唐
子
西
文
録
』
「
王
刑
公
五
字
詩
得
子
美
句
法
、
其
詩
云
『
地
婚
三
楚
大
、
天
入
五
湖
低
』
」
)
名
詞
(
主
語
)
「
地
」
+
動
詞
l
(
述
語
)
「
播
」
+
名
詞
(
目
的
語
ま
た
は
補
語
)
「
三
楚
」
+
動
詞
2
/
形
容
詞
(
動
詞
ー
を
修
飾
)
「
大
」
の
よ
う
な
五
言
詩
の
「
俗
語
的
な
一
言
い
ま
わ
μい
と
呼
ば
れ
た
統
辞
法
を
玉
力
は
「
遁
繋
式
」
「
使
《お
v
成
式
」
「
被
動
式
」
と
分
類
命
名
し
た
。
我
々
の
興
味
は
そ
れ
ら
の
分
類
が
当
を
得
た
も
の
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
例
が
問
題
の
「
軽
燕
受
風
斜
」
句
と
ど
う
か
か
わ
る
か
な
の
だ
が
、
か
く
王
力
の
分
類
と
用
例
を
一
瞥
し
て
お
く
必
要
は
あ
る
。
「
遁
繋
式
」
王
維
「
山
居
即
事
」
上
3
鶴
義
松
樹
遍
鶴
は
松
樹
に
巣
く
い
て
遍
ね
〈
西
4
人
訪
事
門
稀
人
の
事
門
を
訪
う
こ
と
稀
な
り
考
「
使
成
式
」
凡
社
甫
「
江
滋
」
『
詳
註
』
巻
十
酬
3
大
芦
吹
地
転
大
声
地
を
吹
き
て
転
じ
し
め
椴
4
高
浪
蹴
天
浮
高
浪
天
を
蹴
り
て
浮
ば
し
む
唱
社
甫
「
送
段
功
曹
帰
庚
州
」
『
詳
註
』
巻
十
一
一
向
3
峡
雲
能
樹
小
峡
霊
閣
を
能
的
て
小
さ
か
ら
し
め
4
湖
日
蕩
船
明
湖
日
船
を
蕩
し
て
明
ら
か
ら
し
む
「
被
動
式
」
41 
と
も
杜
甫
「
袈
府
書
懐
四
十
韻
」
『
詳
註
』
巻
十
六
た
い
日
拙
被
林
泉
滞
拙
に
し
て
林
泉
に
滞
せ
し
め
ら
る
U
生
逢
酒
賦
欺
生
れ
て
酒
賦
の
欺
る
に
逢
う
上
掲
諸
句
の
形
式
は
、
王
力
の
分
類
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
句
中
の
二
つ
の
虚
字
の
意
味
関
係
に
ち
が
い
を
見
い
出
そ
う
と
し
な
い
か
ぎ
り
同
一
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
も
、
一
旦
そ
の
意
味
関
係
に
言
及
し
よ
う
と
す
る
と
王
カ
の
設
け
た
範
噂
で
は
処
理
し
き
れ
な
い
例
に
す
ぐ
遭
遇
し
て
し
ま
う
の
だ
。
蒋
紹
愚
は
社
甫
の
五
律
「
奉
酬
李
都
督
表
丈
早
春
作
」
『
詳
註
』
巻
九
5
紅
入
桃
花
撤
紅
は
桃
花
に
入
り
て
撤
か
く
6
青
帰
柳
葉
新
青
は
柳
葉
に
帰
し
て
新
た
な
り
な
ど
を
例
と
し
て
挙
げ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
こ
の
よ
う
な
言
い
方
は
散
文
で
は
す
べ
て
許
容
さ
れ
な
い
も
の
だ
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
と
普
通
の
遁
繋
式
と
は
ど
う
相
違
す
る
の
か
。
遠
い
は
、
普
通
の
遁
繋
式
の
先
行
す
る
動
詞
と
つ
づ
く
動
詞
に
は
意
味
の
上
で
関
係
が
あ
る
。
『
浦
公
を
留
め
て
飲
ま
し
む
』
で
は
「
飲
む
」
は
「
留
め
る
」
の
目
的
だ
。
『
相
如
を
拝
し
て
上
大
夫
と
矯
す
』
で
は
「
矯
す
」
は
「
奔
す
」
の
結
果
だ
と
言
、
つ
よ
う
に
。
し
か
し
な
が
ら
上
司
詩
句
中
の
先
行
動
調
と
つ
づ
く
動
詞
あ
る
い
は
形
容
詞
と
の
聞
に
は
全
く
意
味
上
の
つ
な
が
り
が
な
い
。
散
文
に
お
い
て
は
、
も
し
上
の
詩
句
の
意
味
を
表
わ
そ
う
と
す
る
と
、
名
詞
を
く
り
か
え
し
て
『
紅
は
桃
花
に
入
り
て
桃
花
撒
く
、
青
は
柳
葉
に
帰
し
て
柳
業
新
た
な
り
。
』
と
言
2
う
か
(
中
略
)
名
詞
の
後
ろ
に
「
而
」
字
を
加
え
て
『
紅
は
桃
花
に
4
入
り
て
撤
か
な
り
』
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
近
体
詩
で
は
、
名
詞
を
重
複
さ
せ
る
ま
で
も
な
い
ば
か
り
か
、
名
詞
の
後
ろ
に
「
市
」
を
加
え
る
必
要
す
ら
な
い
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
構
造
を
、
我
々
は
『
特
殊
遁
繋
式
』
と
呼
H
A
U
(
「
這
様
的
説
法
在
散
文
中
都
是
不
允
許
的
。
那
主
官
酬
川
和
一
般
趨
系
結
構
有
什
主
不
間
関
?
不
同
在
子
一
一
般
越
系
結
構
的
『
動
l
』
和
『
動
2
』
在
語
義
上
是
有
聯
系
的
。
『
留
柿
公
飲
』
、
『
飲
』
是
『
留
』
的
目
的
。
『
奔
相
如
錦
上
大
夫
』
、
『
矯
』
是
『
奔
』
的
結
果
等
々
。
而
上
述
詩
句
中
的
『
動
l
』
和
『
動
2
/
形
』
井
元
語
義
上
的
聯
系
。
在
散
文
中
、
如
果
要
表
逮
上
述
詩
句
的
意
思
、
就
要
把
名
詞
重
復
一
遍
、
説
成
『
紅
入
桃
花
而
桃
花
搬
、
青
帰
柳
葉
而
柳
業
新
』
(
中
略
)
或
者
要
在
名
詞
后
面
加
一
小
『
而
』
字
、
説
成
『
紅
入
桃
花
而
撤
』
(
中
略
)
而
在
近
体
詩
中
、
不
但
名
詞
元
須
重
復
、
連
名
詞
后
面
的
『
而
』
也
不
用
加
。
逗
種
結
構
、
我
例
A
U》
称
之
篤
『
特
殊
遇
系
結
構
h
U
)
「
紅
入
桃
花
撤
」
句
の
「
入
」
と
「
撤
」
に
は
意
味
の
つ
な
が
り
が
見
い
出
せ
な
い
と
放
棄
し
「
特
殊
」
を
従
来
的
分
類
項
目
に
冠
す
る
だ
け
で
は
何
ら
前
進
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
が
、
さ
し
あ
た
り
の
手
が
か
り
に
な
り
そ
う
な
の
は
、
散
文
で
な
ら
「
紅
入
桃
花
而
桃
花
搬
」
と
複
文
を
用
い
て
言
、
つ
し
か
な
い
と
の
意
見
だ
。
さ
き
の
唐
庚
が
あ
げ
た
王
安
石
町
五
律
「
旅
思
」
「
地
婚
三
楚
大
、
天
入
五
湖
低
」
な
ら
ば
、
さ
し
づ
め
「
地
播
三
楚
而
三
楚
大
、
天
入
五
湖
而
五
湖
低
」
と
書
き
か
え
得
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
畢
覚
散
文
の
表
現
と
、
詩
、
と
り
わ
け
律
詩
の
表
現
と
は
単
純
な
置
換
で
等
価
と
し
て
す
ま
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
「
地
播
三
楚
大
」
は
「
地
幡
三
楚
而
地
大
」
と
の
書
き
か
え
も
可
能
だ
し
、
ま
た
む
し
ろ
そ
の
方
が
自
然
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
事
実
王
安
石
の
現
存
別
集
で
は
「
地
大
幡
三
楚
、
天
低
入
五
湖
」
に
作
る
の
だ
。
「
紅
入
桃
花
撤
」
は
、
そ
れ
が
「
紅
入
桃
花
」
と
「
桃
花
(
あ
る
い
は
紅
)
撤
」
の
二
文
が
意
識
さ
れ
た
句
で
あ
る
と
し
た
上
で
も
、
な
お
か
っ
そ
の
句
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
事
の
意
味
を
も
保
有
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
「
軽
燕
受
風
斜
」
句
は
意
識
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
五
言
近
体
詩
で
も
複
文
構
造
の
句
も
ま
た
普
遍
内
nv
的
だ
。
王
力
の
い
う
五
言
近
体
詩
的
句
式
|
複
雑
句
か
ら
例
を
求
め
れ
ば
、杜
甫
「
遺
輿
」
『
詳
註
』
巻
九
5
地
卑
荒
野
大
地
卑
く
し
て
荒
野
大
に
6
天
遠
暮
江
遅
天
遠
く
し
て
暮
江
還
し
仇
兆
枇
曹
が
「
大
地
が
平
ら
か
で
あ
る
ゆ
え
に
荒
野
の
広
々
し
た
様
を
見
て
と
る
の
だ
し
、
天
が
ひ
ら
け
て
い
る
が
ゆ
え
に
夕
暮
が
ゆ
っ
「
軽
燕
受
風
」
と
「
軽
燕
斜
」
の
二
文
が
〈
り
と
進
む
の
を
覚
え
る
の
だ
U
(
「
地
平
、
故
見
野
党
、
天
破
、
故
覚
暮
遅
U
)
と
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
す
る
の
を
待
つ
ま
で
も
な
く
「
地
卑
」
と
「
荒
野
大
」
、
「
天
遠
」
と
よ
君
江
遮
」
は
全
く
か
か
わ
り
な
し
に
並
置
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
が
、
少
く
と
も
そ
れ
ぞ
れ
が
ま
と
ま
っ
た
事
態
を
す
で
に
構
成
し
て
い
る
点
で
「
軽
燕
受
風
斜
」
句
や
「
紅
入
桃
花
欺
」
句
と
は
確
か
に
異
な
る
。
こ
の
相
異
は
句
の
最
初
の
虚
字
成
分
「
卑
・
遠
」
と
「
入
」
と
「
受
」
、
こ
れ
ら
三
種
類
の
虚
字
が
句
中
で
支
配
可
能
な
実
字
成
分
の
数
と
性
質
の
ち
が
い
、
す
《
nv
な
わ
ち
虚
字
の
結
合
価
(g-sa)
の
ち
が
い
に
帰
す
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。
「
卑
」
(
低
い
)
が
支
配
で
き
る
実
字
の
数
は
最
大
限
1
(
地
卑
)
、
「
入
」
で
は
2
(
江
入
大
地
)
、
「
受
」
は
3
ま
で
(
我
受
命
辺
地
)
可
能
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
句
中
の
最
初
の
虚
字
の
結
合
価
が
上
2
以
上
か
つ
句
末
の
虚
字
の
結
合
価
が
ー
で
あ
る
も
の
に
よ
っ
て
構
西
成
さ
れ
た
句
な
ら
ば
、
名
詞
(
主
語
)
+
動
詞
l
(
述
語
)
+
名
詞
考
(
目
的
語
ま
た
は
補
語
)
+
動
詞
2
/
形
容
詞
(
動
詞
ー
を
修
飾
)
ぺ
の
よ
う
な
「
俗
語
的
な
言
い
ま
わ
し
」
に
な
る
条
件
が
備
っ
て
い
そ
酬
う
だ
。
唐
庚
が
指
摘
し
た
よ
う
に
杜
甫
は
こ
の
「
言
い
ま
わ
し
」
を
椴
五
言
律
詩
、
し
か
も
対
偶
を
構
成
す
る
聯
に
頻
用
す
る
。
唱
「
春
宿
左
省
」
『
詳
註
』
巻
六
日
開
3
星
臨
高
戸
動
星
は
寓
戸
に
臨
ん
で
動
き
4
月
傍
九
香
多
月
は
九
香
に
傍
い
て
多
し
「
漁
州
候
厳
六
侍
御
、
不
到
、
先
下
峡
」
『
詳
註
』
5
山
帯
烏
轡
関
山
は
烏
債
を
帯
び
て
澗
く
6
江
連
白
帝
深
江
は
白
帝
に
連
り
て
深
L
同
じ
く
結
合
価
2
以
上
で
も
、
支
配
す
る
名
詞
の
に
な
う
機
能
の
ち
が
い
(E-gミ
-EF)
で
、
虚
字
を
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
直
後
に
場
所
格
(
]
0
0
伊
丹
号
。
)
名
詞
を
導
く
一
群
の
虚
字
「
帯
、
連
、
含
、
入
、
侵
、
逐
、
臨
、
浮
、
垂
」
等
は
、
社
甫
以
前
の
詩
人
た
ち
に
よ
っ
て
も
す
で
に
く
り
か
え
し
表
現
の
実
験
が
試
み
ら
れ
て
い
た
。
さ
き
の
唐
庚
の
指
摘
は
、
よ
り
正
確
に
は
杜
甫
が
こ
の
統
辞
法
を
見
い
出
し
た
の
で
は
な
く
、
洗
練
、
完
成
し
た
と
い
う
事
だ
っ
た
。
今
「
帯
」
字
に
つ
い
て
見
ょ
う
。
「
説
文
解
字
』
で
「
お
お
お
ぴ
で
あ
る
。
男
は
皮
お
ぴ
を
、
女
は
絹
お
ぴ
を
お
ぴ
る
。
腰
の
お
ぴ
物
の
形
を
か
た
ど
っ
た
。
お
ぴ
物
に
は
必
ず
布
が
あ
る
、
だ
か
ら
重
巾
に
従
う
口
(
「
七
篇
下
巾
部
」
「
紳
也
、
男
子
帯
輩
、
婦
人
帯
紙
、
象
繋
侃
之
形
、
侃
必
有
巾
、
以
重
巾
U
)
と
記
述
さ
れ
る
守
帯
」
字
は
、
謝
跳
「
鼓
吹
曲
」
『
文
選
』
巻
二
十
八
1
江
南
佳
麗
地
江
南
佳
麗
の
地
2
金
陵
帝
王
州
金
陵
帝
王
の
州
3
透
逃
帯
洞
水
透
過
と
し
て
禄
川
を
帯
ぴ
K
 
4
迄
遁
起
朱
楼
迄
遁
と
し
て
朱
楼
起
つ
謝
跳
「
敬
亭
山
詩
」
『
文
選
』
巻
二
十
七
1
慈
山
一
旦
百
里
惑
の
山
百
里
に
亘
り
43 
巻
十
四
haか
5
上
干
蔽
白
日
上
に
干
し
て
白
日
を
蔽
い
6
下
属
帯
廻
諮
下
に
属
り
て
週
絡
を
帯
ぷ
何
遜
「
日
夕
望
江
山
贈
魚
司
馬
」
『
何
遜
集
』
巻
一
1
治
城
荷
溢
水
温
城
溢
水
を
帯
よ
2
治
水
幾
如
帯
温
水
晶
滑
る
こ
と
帯
の
ご
と
し
以
上
の
諸
例
で
は
「
帯
」
字
を
用
い
た
動
詞
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
、
お
σ
身
体
」
山
・
城
十
ぷ
市
」
+
帯
↓
河
の
変
換
が
実
現
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
初
唐
の
詩
人
た
ち
の
作
品
か
ら
は
、
李
嶋
「
硯
」
『
全
唐
詩
』
巻
五
十
九
3
光
随
錦
文
発
光
は
錦
文
に
随
い
て
発
し
ま
ろ
4
形
帯
石
巌
固
形
は
石
巌
を
帯
び
て
回
し
李
崎
「
世
間
」
『
全
唐
詩
』
巻
五
十
九
3
影
随
流
水
急
影
は
流
水
に
随
い
て
急
に
4
光
帯
落
星
飛
光
は
落
星
を
帯
び
て
飛
ぶ
蘇
味
道
「
詠
霧
」
『
全
唐
詩
』
巻
六
十
五
5
梯
林
随
雨
密
林
を
梯
い
雨
に
随
い
て
密
に
6
度
径
帯
煙
浮
径
を
度
れ
ば
煙
を
帯
ぴ
て
浮
ぷ
張
説
「
和
朱
使
欣
二
首
」
其
ニ
『
張
説
之
文
集
』
l
江
勢
連
山
遠
江
勢
山
に
連
り
て
遠
く
2
天
涯
此
夜
愁
天
涯
に
此
の
夜
愁
う
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2
合
沓
典
雲
高
円
A
ロ
沓
と
し
て
雲
と
斉
し
3
霜
空
極
天
静
霜
空
天
を
極
的
て
静
か
に
4
寒
月
帯
江
流
来
、
月
江
を
帯
ぴ
て
流
る
張
説
「
婚
高
六
哉
」
『
張
説
之
文
集
』
巻
七
3
丹
誠
由
義
塾
丹
誠
は
義
に
由
り
て
登
き
4
白
髪
帯
愁
新
白
髪
は
愁
を
帯
び
で
新
た
な
り
張
説
の
こ
の
最
後
の
句
に
至
っ
て
、
「
帯
」
字
を
用
い
た
動
詞
メ
タ
フ
ァ
l
は
、
視
覚
に
依
拠
し
た
単
純
な
置
換
メ
タ
フ
ァ
の
域
を
脱
し
た
。
巻
七
杜
甫
の
「
山
帯
烏
轡
閥
、
江
連
白
帝
深
」
や
「
努
舎
連
高
竹
、
疎
簸
帯
晩
花
」
と
い
っ
た
表
現
は
、
前
人
の
実
践
に
支
持
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
伝
統
を
継
承
す
る
こ
と
に
よ
り
豊
か
な
コ
ノ
テ
|
シ
ヨ
ン
を
持
ち
得
た
と
一
宣
言
う
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
「
受
」
字
の
場
合
は
、
受
け
つ
ぐ
べ
き
実
践
的
過
程
に
乏
し
か
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
杜
甫
は
自
身
内
創
作
に
「
受
」
宇
を
た
び
た
び
用
い
ず
に
は
す
ま
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
散
文
で
は
、
「
受
」
字
は
授
受
関
係
を
示
す
文
脈
で
普
通
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
受
く
者
は
必
ず
先
ず
潔
粛
し
、
然
る
後
金
環
b
-
m
f
 
一
を
資
ち
、
諸
賛
幣
を
井
わ
せ
、
以
て
師
に
見
申
。
師
其
の
賛
を
受
き
mmmu
け
、
昨
聞
を
以
て
之
に
授
く
、
伺
ち
金
環
を
剖
き
、
各
の
其
の
半
を
持
し
、
以
て
約
と
帰
す
と
云
う
。
弟
子
篠
を
得
ば
、
織
し
て
之
を
侃
す
U
(
『
情
書
・
経
籍
志
・
道
経
序
』
)
で
は
、
「
道
篠
」
を
め
ぐ
る
授
受
関
係
が
記
述
さ
れ
る
が
、
師
↓
(
道
篠
)
↓
弟
子
の
過
程
は
「
師
以
銭
授
弟
子
」
か
ま
た
は
「
弟
子
受
篠
於
師
」
の
二
つ
の
表
現
が
可
能
だ
。
さ
ら
に
例
示
す
れ
ば
「
其
の
学
よ
者
彼
の
規
模
を
察
し
、
其
の
元
妙
を
釆
り
、
技
は
心
に
由
り
て
付
L
、
暗
に
目
を
以
て
な
す
。
或
い
は勺〈
筆
下
し
て
始
め
て
思
い
、
鈍
滞
に
困
し
む
。
或
い
は
思
わ
ず
し
て
製
り
、
脱
略
に
敗
す
。
心
は
之
を
手
に
授
く
能
わ
ず
、
手
は
之
を
心
よ
り
受
く
能
わ
ず
口
(
張
懐
瑚
「
書
断
序
」
『
全
唐
文
』
巻
四
三
一
一
)
で
は
、
「
書
の
妙
技
」
を
め
ぐ
る
授
受
関
係
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
心
↓
(
技
)
↓
手
の
過
程
は
「
心
授
之
於
手
」
と
も
「
手
受
之
於
心
」
と
も
表
現
し
得
る
。
ど
ち
ら
の
句
が
選
ば
れ
る
か
は
、
書
き
手
の
文
中
hm》
の
名
詞
に
対
す
る
共
感
度
、
つ
ま
り
前
例
で
言
え
ば
師
よ
り
も
弟
子
寄
り
の
視
点
に
書
き
手
が
立
っ
と
「
弟
子
受
篠
於
師
」
を
、
逆
に
弟
子
よ
り
も
師
よ
り
の
視
点
を
取
る
な
ら
ば
「
師
以
銭
授
弟
子
」
を
選
上
ぶ
の
だ
と
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
西
「
受
」
字
句
が
「
被
」
字
句
に
似
た
受
身
文
を
構
成
し
得
る
事
も
、
考
先
行
す
る
主
体
格
実
字
(
名
詞
)
に
書
き
手
同
視
点
が
移
動
す
る
と
白
川
い
う
性
質
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
「
受
」
字
を
用
い
酬
て
「
軽
燕
遂
風
花
」
(
何
遜
「
贈
王
左
丞
」
一
型
句
を
、
「
軽
燕
受
風
脚
斜
」
と
変
形
し
、
詩
に
組
み
込
ん
で
安
定
を
得
る
に
は
、
春
、
そ
し
福
田
て
春
の
一
兆
候
で
あ
る
燕
と
書
き
手
(
杜
甫
)
と
の
関
係
が
テ
キ
ス
醐
ト
に
具
現
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
春
帰
」
「
春
に
帰
る
」
1
苫
口
径
臨
江
竹
苔
径
江
に
臨
め
る
竹
あ
り
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2
茅
箸
覆
地
花
茅
窟
地
を
覆
う
花
あ
り
3
別
来
頻
甲
子
別
来
頻
り
に
甲
子
4
帰
到
忽
春
華
帰
到
す
れ
ば
忽
と
し
て
春
華
5
侍
杖
看
孤
石
杖
に
侍
り
て
孤
石
を
看
6
傾
査
就
浅
沙
壷
を
傾
け
て
浅
沙
に
就
く
7
遠
鴎
浮
水
静
遠
鴎
水
に
浮
ぴ
で
静
か
に
8
軽
燕
受
風
斜
軽
燕
風
を
受
け
て
斜
め
な
り
9
世
路
錐
多
梗
世
路
多
梗
な
り
と
雄
も
品
町
g
m吾
生
亦
有
涯
吾
が
生
ま
た
涯
り
有
り
U
此
身
醒
復
酔
此
の
身
醒
め
て
復
た
酔
う
ロ
乗
輿
即
矯
家
輿
に
乗
じ
て
即
ち
家
と
属
す
時
二
帯
華
、
兆
候
・
燕
、
私
・
吾
生
・
此
身
、
こ
の
組
み
合
せ
は
、
社
詩
で
は
、
春
の
め
ぐ
り
と
同
時
に
く
り
か
え
し
用
い
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
放
浪
の
旅
の
出
発
点
と
な
っ
た
秦
州
の
乾
元
二
年
(
七
五
九
)
の
作
五
律
「
帰
燕
」
(
『
詳
註
』
巻
七
)
を
皮
切
り
に
、
上
元
元
年
(
七
六
O
)
成
都
、
草
堂
で
の
作
五
律
「
江
様
」
『
詳
註
』
巻
九
で
は
、
5
細
動
迎
風
燕
細
か
に
動
く
は
、
風
を
迎
え
る
燕
6
軽
揺
逐
浪
鴎
軽
く
揺
ぐ
は
、
浪
を
逐
う
鴎
同
年
内
作
七
律
「
江
村
」
『
詳
註
』
巻
九
3
自
去
自
来
梁
上
燕
自
ら
去
り
自
ら
来
る
梁
上
の
燕
4
相
親
相
近
水
中
鴎
相
親
み
相
近
づ
く
水
中
内
鴎
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翌
上
元
二
年
(
七
六
二
草
堂
で
の
五
律
「
水
盤
遺
心
二
首
」
其
一
『
詳
註
』
巻
十
5
細
雨
魚
見
出
細
雨
に
魚
児
出
で
6
微
風
燕
子
斜
微
風
に
燕
子
斜
め
な
り
「
軽
燕
受
風
斜
」
句
を
生
む
に
必
要
な
叶
迎
風
燕
」
と
「
燕
子
斜
」
と
は
、
広
徳
二
年
(
七
六
回
)
「
春
帰
」
詩
が
草
堂
で
作
ら
れ
る
ま
で
に
準
備
さ
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
春
・
燕
・
我
の
組
み
合
せ
は
「
春
帰
」
詩
で
の
表
現
で
終
る
こ
と
な
く
、
社
甫
の
晩
年
の
詩
に
再
ぴ
現
れ
る
。
大
暦
四
年
(
七
六
九
)
春
、
岳
陽
か
ら
湾
州
へ
む
か
う
途
上
の
作
五
律
「
入
喬
口
」
『
詳
註
』
巻
二
十
二
5
樹
蜜
早
蜂
乱
樹
蜜
に
早
蜂
乱
れ
6
江
泥
軽
燕
斜
江
泥
に
軽
燕
斜
め
な
り
そ
し
て
、
翌
大
磨
五
年
(
七
七
O
)
春
の
作
七
律
「
燕
子
来
舟
中
作
」
『
詳
註
』
巻
二
十
三
ふ
1
湖
南
篤
客
動
経
春
湖
南
客
と
矯
り
て
動
も
す
れ
ば
春
を
経
2
燕
子
街
泥
両
度
新
燕
子
泥
を
街
み
て
両
度
新
た
な
り
3
奮
入
故
悶
嘗
識
主
旧
と
故
園
に
入
り
て
嘗
て
主
を
識
る
4
知
今
社
日
遠
看
人
如
今
社
日
に
遠
く
人
を
看
る
5
可
憐
庭
慮
巣
居
室
憐
れ
む
べ
し
処
処
居
室
に
巣
く
う
を
6
何
異
瓢
瓢
託
此
身
何
ぞ
異
な
ら
ん
瓢
瓢
此
の
身
を
託
す
る
に
ま
7
暫
語
船
橋
還
起
去
断
固
く
船
橋
に
語
り
て
還
た
起
ち
去
る
8
穿
花
貼
水
益
雰
巾
花
を
穿
ち
水
に
貼
し
て
益
々
巾
を
脅
す
こ
こ
で
は
、
く
り
か
え
し
め
ぐ
り
来
る
春
(
春
・
社
日
)
、
そ
の
時
を
契
機
に
、
水
面
を
か
す
め
て
飛
占
燕
(
燕
子
)
と
自
分
(
此
身
)
と
は
一
つ
の
影
を
共
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
(
自
己
同
一
化
)
浦
起
龍
は
一
言
う
。
「
『
容
と
な
り
春
を
経
』
の
四
字
が
一
篇
の
骨
子
だ
。
中
間
四
句
は
す
べ
て
自
ら
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
も
、
同
時
に
燕
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。
す
べ
て
燕
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
も
、
ま
た
自
ら
を
歌
っ
た
も
の
な
の
だ
。
す
べ
て
の
文
字
が
主
観
と
客
観
を
兼
ね
て
い
る
。
尾
聯
は
も
っ
ぱ
ら
燕
に
つ
い
て
う
し
ろ
髪
ひ
か
れ
る
思
い
を
述
べ
る
の
だ
が
、
十
一
字
は
燕
に
あ
て
が
っ
て
い
な
が
ら
、
三
字
は
た
ち
ま
ち
自
ら
の
心
中
に
移
る
。
燕
が
子
美
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
子
美
が
燕
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
こ
れ
を
(
あ
の
燥
に
な
っ
た
と
い
う
)
荘
周
に
問
い
た
だ
し
た
い
も
の
だ
己
完
読
杜
心
解
』
巻
四
之
ニ
「
『
矯
客
経
春
』
四
字
一
篇
骨
子
。
中
四
句
句
自
詠
、
品
川
是
詠
燕
。
句
句
詠
燕
、
仰
是
自
詠
。
字
字
切
、
宇
字
空
。
結
聯
方
専
就
燕
子
写
若
捨
若
恋
之
情
、
市
以
十
一
字
貼
燕
、
旋
以
三
字
打
入
自
心
中
。
不
知
燕
之
篤
子
美
敗
、
子
美
之
篤
燕
敗
。
吾
将
叩
之
漆
園
U
)
四
「
燕
受
風
」
と
「
燕
斜
」
と
は
「
軽
燕
受
風
斜
」
と
い
う
ひ
と
連
な
り
の
文
字
で
実
現
し
た
、
相
指
抗
す
る
こ
つ
の
深
層
の
構
造
で
あ
る
。
「
燕
」
を
視
覚
が
と
ら
え
る
外
界
的
事
物
と
す
る
普
通
の
立
場
に
立
っ
か
ぎ
り
、
「
燕
斜
」
の
一
文
の
方
が
よ
り
容
認
可
能
な
文
で
あ
っ
た
ろ
う
。
活
温
に
よ
れ
ば
、
「
燕
迎
風
低
飛
、
乍
前
乍
却
、
非
受
字
不
能
形
容
也
」
と
述
べ
た
と
一
膏
う
蘇
拭
が
、
社
甫
が
こ
の
句
を
生
み
出
し
た
契
機
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
か
は
、
も
は
や
知
り
が
た
い
が
、
少
く
と
も
蘇
拭
は
「
斜
」
字
に
対
抗
し
て
存
在
す
る
「
受
」
字
の
カ
を
認
め
た
よ
う
で
あ
る
。
社
甫
の
五
言
律
詩
の
中
で
、
結
合
軸
上
に
見
い
出
さ
れ
る
意
味
関
係
の
緊
張
状
態
は
、
こ
の
「
軽
燕
受
風
斜
」
句
以
外
で
も
、
例
え
ば
「
旅
夜
書
懐
」
『
詳
鼓
』
巻
十
四
3
星
垂
平
野
間
星
は
平
野
に
垂
れ
て
澗
く
4
月
湧
大
江
流
月
は
大
江
に
湧
き
て
流
る
上
の
「
閥
」
字
と
「
星
」
「
平
野
」
と
の
聞
の
関
係
、
「
流
」
字
と
「
月
」
西
「
大
江
」
と
の
聞
の
関
係
に
も
見
い
出
さ
れ
、
論
議
さ
れ
た
事
が
あ
っ
ri、
A
U〕
考
た
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
ミ
ク
ロ
な
意
味
の
緊
張
状
態
は
、
テ
キ
ス
A
ト
全
体
と
相
補
関
係
を
成
り
立
た
せ
得
て
は
じ
め
て
効
果
的
だ
。
「
軽
礼
T脚
燕
受
風
斜
」
句
の
「
受
」
字
を
支
持
し
て
い
る
の
は
、
第
四
句
「
帰
服
到
忽
春
華
」
で
あ
り
、
私
H
H
此
身
を
包
含
す
る
第
十
一
句
「
此
身
醍
唱
復
酔
」
で
も
あ
っ
た
の
だ
。
葉
夢
得
の
伝
え
る
逸
話
は
、
句
と
テ
キ
一
日
ス
ト
の
相
補
関
係
の
重
要
性
を
知
っ
た
上
で
こ
そ
示
唆
に
富
む
と
言
え
る
。
「
茶
天
啓
(
間
帯
)
が
言
っ
た
、
J
刑
公
は
い
つ
も
老
杜
の
『
簾
ヮ，4
を
鈎
す
れ
ば
宿
鷺
起
ち
、
薬
を
丸
に
す
れ
ば
流
鴛
嚇
る
』
(
水
閣
朝
雰
奉
簡
雲
安
厳
明
府
)
の
句
を
ほ
め
、
意
匠
す
ぐ
れ
、
五
言
的
手
本
で
t
z
 
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
後
日
公
は
詩
を
作
ら
れ
『
青
山
誌
を
刑
り
て
坐
し
、
黄
鳥
書
を
挟
み
て
眠
る
』
と
い
う
句
を
得
ら
れ
た
。
御
自
分
で
も
杜
甫
の
表
現
に
劣
ら
な
い
と
言
わ
れ
、
わ
が
意
を
得
た
も
の
と
さ
れ
た
が
、
詩
篇
を
完
結
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
』
私
は
以
前
こ
の
事
を
持
仲
間
宮
明
(
男
)
に
話
し
た
が
、
の
ち
盛
明
が
朝
命
に
よ
り
公
の
全
集
を
編
集
す
る
に
当
り
、
公
的
こ
の
詩
を
捜
し
た
も
の
の
、
つ
い
に
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
あ
る
人
は
、
公
は
た
だ
こ
の
一
聯
だ
け
を
得
ら
れ
た
だ
け
で
、
詩
は
完
成
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
と
言
う
u
q石
林
詩
話
』
巻
上
「
察
天
啓
云
『
刑
公
毎
稀
老
杜
『
鈎
簾
宿
鷺
起
、
丸
薬
流
鷲
嚇
』
之
句
、
以
矯
用
意
高
妙
、
五
字
之
模
精
、
他
日
公
作
詩
、
得
『
青
山
間
川
掻
坐
、
黄
鳥
挟
書
眠
』
自
謂
不
減
社
語
、
以
潟
得
意
、
然
不
能
刑
事
全
篇
。
』
余
頃
嘗
以
語
蒔
肇
明
、
盛
明
後
被
旨
編
公
集
、
求
之
、
終
英
得
、
或
云
、
公
但
得
此
一
聯
、
未
嘗
成
章
也
日
)
様
式
を
と
と
の
え
た
テ
キ
ス
ト
に
至
ら
な
け
れ
ば
、
す
ぐ
れ
た
表
現
、
気
の
き
い
た
句
も
継
承
さ
れ
な
い
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
そ
れ
が
「
錬
字
」
の
限
界
で
あ
り
、
活
温
が
金
針
集
に
あ
っ
た
と
い
う
「
錬
句
は
錬
意
に
し
か
ず
」
を
承
認
せ
ざ
る
を
得
を
か
っ
た
理
由
だ
っ
た
の
だ
ろ、ヮ。も
と
よ
り
、
「
受
」
字
を
め
ぐ
る
テ
キ
ス
ト
構
成
の
方
法
も
、
社
甫
の
試
み
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
だ
け
に
は
止
ま
ら
な
い
は
ず
だ
。
岬
叩
送
り
手
、
受
け
手
を
巧
妙
に
立
ち
現
す
こ
と
に
よ
り
テ
キ
ス
ト
を
構
成
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
対
格
名
詞
を
「
道
」
に
選
ん
だ
授
受
関
係
は
古
く
『
楚
辞
・
遠
遊
』
に
「
道
は
受
く
べ
き
も
、
伝
う
べ
か
ら
ず
日
(
「
道
可
受
今
不
可
侍
」
)
と
表
現
さ
れ
て
い
た
が
、
「
道
」
を
、
前
に
引
用
し
た
『
階
書
・
経
籍
志
・
道
経
序
』
に
あ
っ
た
、
背
後
に
も
っ
と
複
雑
な
プ
ロ
セ
ス
を
連
想
さ
せ
る
「
道
篠
」
に
取
り
換
え
る
こ
と
に
よ
り
、
す
で
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
白
居
易
は
「
長
恨
歌
」
《
幻
V
を
支
え
る
一
つ
の
柱
と
し
て
テ
キ
ス
ト
に
組
み
こ
ん
だ
。
そ
こ
で
問
題
は
、
杜
甫
の
「
軽
燕
受
風
斜
」
句
に
「
錬
字
」
の
重
要
性
を
見
い
出
し
た
宋
代
の
書
き
手
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
に
自
ら
の
テ
キ
ス
ト
を
構
成
し
た
の
か
に
な
る
。
今
回
は
そ
の
問
題
を
考
察
す
る
た
め
の
前
提
作
業
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
註(l
)
「
答
洪
駒
文
書
」
『
珠
章
賞
先
生
文
集
』
巻
十
九
。
こ
の
四
字
句
、
『
冷
蔚
夜
話
』
を
は
じ
め
、
多
く
の
宋
詩
話
中
に
援
用
さ
れ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
(
2
)
楊
暗
に
次
韻
し
た
詩
(
『
山
谷
内
集
』
巻
十
二
)
町
序
に
「
蓋
以
俗
筋
雅
、
以
故
駕
新
、
百
戦
百
勝
如
孫
呉
之
兵
、
職
端
可
以
破
倣
如
甘
蝿
飛
衛
之
射
、
此
詩
人
之
奇
也
」
と
述
べ
る
。
(
3
)
王
輩
(
定
国
)
的
文
集
の
序
文
(
「
王
定
国
文
集
序
」
『
珠
章
賀
先
生
文
集
』
巻
十
六
)
に
は
王
町
後
年
内
作
風
を
た
た
え
て
、
「
其
作
詩
及
官
文
章
不
守
近
世
師
儒
縄
尺
、
規
事
遠
大
、
必
有
詩
而
後
作
」
と
も
述
べ
る
。
(
4
)
古
漢
語
の
テ
キ
ス
ト
が
す
べ
て
文
彩
を
帯
び
た
も
の
だ
と
い
う
考
え
は
、
川
合
康
三
「
李
賀
と
比
晴
」
(
『
中
国
文
学
報
』
第
三
十
三
冊
、
一
九
八
一
年
)
に
「
わ
れ
わ
れ
に
の
こ
さ
れ
て
い
る
の
は
、
程
度
の
速
い
は
あ
り
な
が
ら
も
、
す
べ
て
が
文
彩
を
施
さ
れ
た
言
語
な
の
だ
U
{
五
頁
}
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
と
主
張
を
同
じ
く
す
る
。
川
合
論
文
で
は
そ
こ
か
ら
、
李
賀
詩
町
比
喰
表
現
円
分
析
に
進
む
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
考
え
に
立
っ
た
上
で
、
漢
語
史
的
研
究
に
一
つ
の
反
省
を
加
、
え
る
こ
と
に
ね
ら
い
が
あ
る
。
(
5
)
郭
紹
虞
輯
『
宋
詩
話
輯
侠
』
上
冊
一
ニ
一
一
一
頁
。
(
6
}
『
六
一
詩
話
』
(
7
)
『
石
林
詩
話
』
巻
中
「
王
刑
公
網
百
家
詩
選
、
嘗
従
宋
次
道
借
本
、
中
間
有
「
眠
色
赴
春
愁
」
、
次
道
改
「
赴
」
字
作
「
起
」
字
、
刑
公
復
定
馬
赴
字
、
以
語
次
道
白
「
若
是
起
字
、
人
誰
不
能
到
」
次
道
以
偶
然
U
(
8
)
『
苫
渓
漁
隠
接
話
・
前
集
』
巻
一
ニ
「
五
柳
先
生
」
上
「
東
城
云
、
陶
潜
詩
『
採
菊
束
瀧
下
、
悠
然
見
南
山
』
採
菊
之
次
、
偶
然
見
山
、
初
不
用
意
、
而
景
興
意
合
、
故
可
喜
也
.
今
皆
作
『
望
南
山
』
杜
子
美
云
、
『
白
鴎
没
浩
落
、
寓
里
誰
能
馴
』
珪
減
没
於
畑
波
間
耳
。
而
宋
敏
求
調
子
云
、
「
鴎
不
解
没
、
改
作
波
字
」
二
詩
改
此
両
字
、
党
一
篇
神
気
索
然
也
U
(
9
)
『
石
林
詩
話
』
巻
中
「
詩
人
以
一
宇
属
工
、
世
田
知
之
、
惟
老
社
変
化
開
聞
、
出
奇
無
窮
、
殆
不
可
以
形
遮
捕
U
(
刊
)
『
苫
渓
漁
隠
披
話
・
後
築
』
巻
九
「
孟
浩
然
」
「
菖
渓
漁
隠
目
、
詩
旬
以
一
字
属
工
、
自
然
穎
異
不
凡
、
如
霊
丹
一
粒
‘
貼
右
成
金
也
。
浩
然
云
『
微
雲
溜
何
様
、
疎
雨
滴
梧
桐
』
上
旬
之
工
在
一
「
淡
」
字
、
下
旬
之
工
在
一
「
摘
」
字
。
若
非
此
二
字
、
亦
烏
得
而
潟
佳
句
故
。
如
六
一
居
士
詩
話
云
『
陳
舎
人
従
易
偶
得
社
集
旧
本
、
文
多
脱
誤
、
至
送
禁
都
尉
云
『
身
軽
一
島
』
其
下
脱
一
字
。
陳
公
因
典
数
客
論
、
各
以
一
字
補
之
。
或
云
疾
、
或
云
落
、
或
云
起
、
或
云
下
、
或
云
度
、
英
能
定
。
其
後
得
一
普
本
、
乃
是
身
軽
一
烏
過
。
際
公
歎
服
。
』
余
開
陳
公
所
補
数
字
不
工
、
而
老
仕
一
過
字
需
工
也
。
又
如
錘
山
語
録
云
『
眠
色
赴
春
愁
、
下
得
赴
字
最
好
、
若
下
起
上)
字
、
使
是
小
児
詩
也
。
無
人
覚
来
佳
、
下
得
覚
字
大
好
。
足
見
時
詩
、
要
一
両
字
工
夫
ピ
観
此
則
知
余
之
所
論
非
撃
空
而
言
也
U
(
日
)
例
え
ば
『
詩
人
玉
屑
』
巻
六
「
下
字
」
、
巻
八
「
般
煉
」
(
ロ
)
宋
詩
話
で
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
も
の
で
は
、
禽
言
詩
、
薬
名
詩
が
あ
る
。
ま
た
『
若
襟
漁
隠
曲
世
話
・
前
集
』
巻
二
引
く
『
漫
史
詩
話
』
に
は
「
東
城
作
庖
語
詩
『
江
干
高
居
堅
関
肩
、
耕
健
相
前
駕
角
掛
経
、
孤
航
繋
胴
菰
安
隔
、
結
鼓
過
軍
雛
狗
驚
、
解
襟
顧
影
各
箕
掘
、
撃
剣
高
歌
幾
血
中
航
、
剃
拝
供
謄
協
掛
問
、
乾
鍋
更
憂
甘
凪
奨
」
山
谷
亦
有
戯
題
云
「
誼
遁
近
道
港
、
態
息
慰
悠
態
、
晴
臨
時
晦
明
、
諾
諾
諾
謙
論
、
草
来
荒
蒙
施
、
室
屋
整
塵
金
、
憧
僕
侍
恒
側
、
怪
滑
清
濁
混
」
一
一
老
亦
作
詩
戯
邪
U
と
記
録
す
る
。
(
日
)
呂
本
中
『
童
蒙
詩
訓
』
八
(
郭
紹
虞
伊
昆
下
冊
五
八
七
頁
)
で
は
播
大
臨
の
言
葉
と
し
て
「
響
字
」
な
る
概
念
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
「
潜
邪
老
言
『
七
言
詩
第
五
字
要
響
、
知
『
返
照
入
江
翻
石
壁
、
帰
雲
擁
樹
失
山
村
』
翻
字
、
失
字
是
響
字
也
.
五
言
詩
第
三
字
要
響
、
知
『
園
荷
浮
小
葉
、
細
奏
落
軽
花
』
浮
字
、
落
字
是
響
字
也
。
所
調
響
者
、
致
力
慮
也
J
予
稿
以
矯
字
字
嘗
活
、
活
則
字
字
自
響
U
(
は
)
『
儒
学
普
悟
』
本
並
び
に
『
百
川
学
海
』
本
『
埜
雪
叢
説
』
に
は
、
こ
の
粂
見
当
ら
な
い
。
(
日
)
孫
突
『
示
児
網
』
巻
十
「
詩
説
」
に
も
洪
遁
の
言
説
を
受
け
て
「
屡
用
字
」
の
項
目
的
下
に
「
杜
陵
翁
独
馬
詩
人
冠
完
者
、
吐
辞
不
凡
、
量
出
主
表
、
有
受
字
、
自
字
、
不
肯
字
、
前
説
能
吉
之
日
と
述
べ
る
。
(
国
)
鈴
木
虎
雄
『
続
国
揚
漢
文
大
成
・
杜
少
陵
詩
集
h
上
巻
「
解
説
」
二
「
技
術
上
よ
り
見
た
杜
詩
」
(
一
九
二
八
年
、
東
京
)
(臼
)
R
ヤ
|
コ
プ
ソ
ン
「
言
語
学
と
詩
学
」
『
一
般
言
語
学
』
所
収
。
(
国
)
『
十
韻
集
編
』
に
よ
る
。
(
凶
)
『
全
本
王
仁
向
切
韻
』
龍
宇
純
『
唐
写
本
全
本
王
仁
向
刊
謬
補
快
切
韻
校
筆
』
(
一
九
六
八
年
、
香
港
)
所
載
影
印
に
よ
る
。
社甫「軽燕受風斜」句考(西49 
(
却
)
『
四
部
叢
刊
繍
編
』
所
収
『
附
稗
文
互
註
雄
部
韻
略
』
に
よ
る
。
(
幻
)
『
庚
雅
』
巻
三
上
「
探
訪
」
に
込
山
、
堪
、
禽
、
受
、
盛
也
」
巻
三
下
「
稗
詰
」
に
「
軒
、
受
、
入
、
獲
、
徳
、
営
、
得
也
」
巻
四
下
寸
稗
詰
」
「
承
、
受
、
却
問
、
継
也
」
と
そ
れ
ぞ
札
記
載
が
あ
り
、
『
虞
韻
』
で
は
こ
の
指
示
に
従
っ
て
末
尾
一
宇
を
拾
い
記
載
し
た
。
(
傍
点
引
用
者
)
(
包
)
釈
大
典
『
詩
語
解
』
巻
下
に
は
、
「
受
」
字
は
「
被
、
送
、
迎
」
と
並
置
さ
れ
た
上
、
「
ニ
毛
に
侵
さ
れ
る
な
か
れ
」
(
英
受
二
毛
侵
)
寸
新
詩
只
だ
同
人
に
和
せ
ら
る
」
(
新
詩
只
受
同
人
和
)
を
例
句
と
し
て
引
〈
。
ま
た
、
同
じ
く
釈
大
典
内
『
文
語
解
』
巻
三
で
も
『
詩
経
・
邸
風
』
「
柏
舟
」
第
四
章
勺
限
る
こ
と
既
に
多
く
、
侮
ら
る
こ
と
少
な
か
ら
ず
」
(
観
閲
既
多
、
受
侮
不
少
)
を
挙
げ
て
「
モ
シ
ミ
ル
、
ウ
ク
ル
ト
訓
ゼ
ハ
閑
ノ
字
、
侮
ノ
字
ミ
ナ
死
シ
テ
却
テ
語
勢
ヲ
害
ス
、
後
世
ノ
文
ニ
ラ
ル
ノ
義
ニ
用
ル
コ
ト
太
多
シ
J
と
述
べ
る
。
な
お
、
『
詩
語
解
与
は
一
七
六
三
年
、
『
文
語
解
』
は
一
七
七
二
年
刊
行
。
(
お
)
王
力
『
漢
語
史
稿
』
中
冊
四
二
六
頁
1
四
三
四
頁
(
一
九
五
八
年
、
北
京
)
、
志
村
良
治
「
中
古
漢
詩
の
語
法
と
語
集
」
『
中
国
文
化
叢
書
l
言
語
』
(
一
九
六
七
年
、
東
京
)
所
収
、
二
六
一
頁
1
ニ
六
二
頁
。
(
担
)
大
河
内
康
憲
「
中
国
語
の
受
身
」
『
講
座
日
本
語
学
問
外
国
語
と
の
対
照
-
』
(
一
九
八
二
年
、
東
京
、
明
治
書
院
)
所
収
。
そ
の
「
被
字
句
旨
ご
九
頁
i
三
二
三
頁
。
(
お
)
小
川
環
樹
『
唐
詩
概
説
』
(
一
九
五
八
年
、
東
京
、
岩
波
書
庖
)
一
三
九
頁。
(
お
)
王
力
『
漢
詩
詩
律
学
』
(
一
九
五
孔
年
、
土
海
)
ニ
六
七
頁
l
二
七
O
頁。
(
幻
)
蒋
紹
愚
「
試
談
近
体
詩
的
句
式
」
『
語
言
学
論
叢
』
第
八
輯
こ
九
八
一
年
、
北
京
)
所
収
。
一
七
四
頁
。
(
お
)
王
力
『
漢
語
詩
律
学
』
一
九
九
頁
i
一
一
一
七
頁
。
50 
(
m
m
)
』
「
uEロ
ω
『印
o
g
Eユ
呂
ω
』
〈
。
F
N
{
一
九
七
七
年
、
ロ
ロ
ミ
司
円
。
切
悶
)
回
目
・
恥
〈
to買い吋
(
叩
)
久
野
障
の
創
製
に
か
か
る
術
語
。
久
野
は
『
談
話
町
文
法
』
(
一
九
七
八
年
、
東
京
、
大
修
館
書
庖
)
第
二
章
視
点
で
、
「
共
感
(
目
白
官
己
岡
山
、
)
度
」
と
い
う
概
念
を
導
入
し
、
「
文
中
町
名
詞
句
の
X
指
示
対
象
に
対
す
る
話
し
手
町
自
己
同
一
視
化
を
共
感
(
開
E
宮
H
V
W
)
と
呼
び
、
そ
の
度
合
、
即
ち
共
感
度
を
E
∞
で
表
わ
す
。
共
感
度
は
、
値
0
(
客
観
描
写
)
か
ら
値
1
(完
全
な
同
一
視
化
)
造
的
連
続
体
で
あ
る
日
と
定
義
す
る
.
二
三
四
頁
)
(
幻
}
何
遜
「
贈
玉
左
丞
」
詩
的
旬
、
『
社
詩
詳
註
』
(
巻
十
三
)
は
「
軽
燕
受
風
花
」
(
傍
点
引
用
者
)
と
引
く
が
、
明
・
張
世
繍
『
七
十
二
家
集
』
本
『
何
記
室
築
』
を
始
的
と
し
、
『
何
遜
集
』
で
は
皆
こ
の
句
「
軽
燕
逐
風
花
」
に
作
る
。
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
『
何
遜
集
』
(
一
九
八
O
年
、
北
京
)
参
照。
(
認
)
粛
藤
勇
『
杜
甫
そ
の
人
そ
の
詩
』
(
一
九
四
六
年
、
束
京
、
研
究
社
)
十
四
「
社
詩
の
難
解
」
及
び
吉
川
幸
次
郎
「
(
粛
藤
島
著
作
集
)
解
説
」
『
探
藤
勇
著
作
集
六
巻
日
本
・
中
国
論
集
』
(
一
九
七
六
年
、
東
京
、
研
究
社
)
所
収
。
(
お
)
川
A
ロ
康
三
「
「
長
恨
歌
」
に
つ
い
て
」
『
中
国
に
お
け
る
人
間
性
的
探
究
』
(
一
九
八
三
年
、
東
京
、
創
文
社
)
所
収
。
四
二
一
頁
l
四
ニ
二
頁
。
ロ
停
阿
国
ゲ
】
司
包
例
。
